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へき地におけるオンライン服薬指導の導⼊の⼿引きについて

◆⽬的
県内のへき地等で周囲に薬局がない地域（薬局空⽩地域）において、医薬

品等の提供体制を確保するため、地域の薬局、医療関係者、⾏政等の関係機
関が連携して、オンライン服薬指導を導⼊しようとする際の⼿順を解説

◆⼿引きの活⽤対象
市町、地域薬剤師会を想定

◆留意事項
・この⼿引きは、あくまでも導⼊の際の⼿引きであり、オンライン服薬指導
を実施する際のマニュアルではない

・都市部におけるオンライン服薬指導を導⼊を進める⼿引きではない
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第1章
⼿引きの⽬的と活⽤⽅
法

１）⽬的
２）⼿引きの構成と活⽤⽅法
３）オンライン服薬指導等の⽤語の整理
４）県内市町の薬局空⽩地域に係る現況

第2章
オンライン服薬指導に
係る法的整理

１）改正医薬品医療機器等法及び省令について
２）参考となる通知等について

第3章
オンライン服薬指導の
導⼊の流れ

１）オンライン服薬指導の導⼊のきっかけと期待される効果
２）関係者の役割
３）導⼊時の進め⽅

第4章
導⼊時の個別の留意点

１）実施場所について
２）⽀援者について
３）薬局の選択について
４）実施時間について
５）医療機関との連携について
６）必要な設備・システムについて
７）配送について
８）料⾦の収受について
９）フォローアップについて
10）住⺠への広報について
11）⺠間事業者の連携・協⼒について
12）その他
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⽬次

第5章
事例紹介

１）診療所建屋における事例（A-①、A-②）
２）公⺠館・郵便局等の地域拠点における事例（B-1-①、B-1-②）
３）医療MaaS（移動診療⾞）における事例（B-2-①、B-2-②）
４）⾃宅、介護⼊所施設における事例（C-①）

第6章
関連する補助⾦制度等
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各章について、個別に特に重要なポイントをご説明
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１）⼿引きの⽬的

・薬局空⽩地域において、医薬品等の提供体制を確保するため、地域の薬局、医療
関係者、⾏政等の関係機関が連携して、オンライン服薬指導を導⼊しようとする
際の⼿順をわかりやすく解説

オンライン診療⼿引きとの連携

・オンライン服薬指導を進めるには、
医療機関による対⾯・オンライン
診療の実施が必須

→へき地医療⽀援センターが作成す
るオンライン診療の⼿引きと連携
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第1章
⼿引きの⽬的と活⽤⽅
法

１）⽬的
２）⼿引きの構成と活⽤⽅法
３）オンライン服薬指導等の⽤語の整理
４）県内市町の薬局空⽩地域に係る現況
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３）オンライン服薬指導等の⽤語の整理
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第1章
⼿引きの⽬的と活⽤⽅
法

１）⽬的
２）⼿引きの構成と活⽤⽅法
３）オンライン服薬指導等の⽤語の整理
４）県内市町の薬局空⽩地域に係る現況

・オンライン服薬指導を実施する
際、知っておくべき⽤語を整理

・特にへき地では、⾼齢者が⾃⾝
でオンライン服薬指導を完結す
ることは困難

→「オンライン服薬指導⽀援者」
のサポートを組み込み
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１）オンライン服薬指導に関する規制の状況
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第2章
オンライン服薬指導に
係る法的整理

１）改正医薬品医療機器等法及び省令について
２）参考となる通知等について

・オンライン服薬指導に係る規制について整理
・改正薬機法や、令和 2 年 4 ⽉ 10 ⽇付け事務連絡「新型コロナウイルス感染

症の拡⼤に際しての電話や情報通信機器を⽤いた診療等の時限的・特例的な
取扱いについて」（0410 対応）について記載
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２）関係者の役割
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第3章
オンライン服薬指導の
導⼊の流れ

１）オンライン服薬指導の導⼊のきっかけと期待される効果
２）関係者の役割
３）導⼊時の進め⽅

・へき地においてオンライン服薬
指導を実装するには地域の多く
の関係者の参画・協⼒が必要

・特に、市町村が導⼊⽅針の策定
を⾏い、各種関係者との調整

・各薬局との調整にあたっては、
地域薬剤師会が⾏政と連携し、
実装を進める
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３）オンライン服薬指導 導⼊時の進め⽅

9

第3章
オンライン服薬指導の
導⼊の流れ

１）オンライン服薬指導の導⼊のきっかけと期待される効果
２）関係者の役割
３）導⼊時の進め⽅

・へき地においてオンライン服薬
指導を導⼊する際のステップを
解説

・薬局だけでなく、⾏政や実施予
定場所の管理者などとの事前調
整が不可⽋

・各関係者との調整に当たっては、
⾏政がコミュニケーションを取
りまとめ
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３）オンライン服薬指導 導⼊時の進め⽅（事前調整）
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第3章
オンライン服薬指導の
導⼊の流れ

１）オンライン服薬指導の導⼊のきっかけと期待される効果
２）関係者の役割
３）導⼊時の進め⽅

STEP1
・対象地域の現状把握（実施場所の有無を含む）
・対象地域のニーズ確認

STEP2
・対応⽅針決定

STEP3
・実施予定場所の管理者への協⼒要請

STEP4
・関係機関との事前調整
（地域医師会、地域薬剤師会等） ⾼瀬郵便局における協⼒要請を実施
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３）オンライン服薬指導 導⼊時の進め⽅（導⼊調整）
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第3章
オンライン服薬指導の
導⼊の流れ

１）オンライン服薬指導の導⼊のきっかけと期待される効果
２）関係者の役割
３）導⼊時の進め⽅

STEP5
・実施⽅法の確定
・実施準備（設備設置等）
・協⼒薬局との事前調整

STEP6
・対象地域住⺠への

説明会開催・広報実施
・協⼒関係者（医療関係、薬局、

場所提供者等）とのデモ実施
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３）オンライン服薬指導 導⼊時の進め⽅（導⼊調整）
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第3章
オンライン服薬指導の
導⼊の流れ

１）オンライン服薬指導の導⼊のきっかけと期待される効果
２）関係者の役割
３）導⼊時の進め⽅

STEP7
・導⼊

STEP8
・利⽤向上のための説明会や広報の実施
・利⽤者・関係者へのアンケート・
ヒアリング等による改善点の検討

STEP9
・適時、継続改善
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留意点（実施場所）
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第４章
導⼊時の個別の留意点

１）実施場所について
２）⽀援者について
３）薬局の選択について
４）実施時間について
５）医療機関との連携について
６）必要な設備・システムについて

・へき地におけるオンライン服薬指導の
実施場所の要件
→プライバシーが保たれるよう配慮

・実際に使⽤される場所は以下が想定

（A）診療所建屋
（B-1）公⺠館・郵便局等の地域拠
（B-2）移動診療⾞（医療MaaS）
（C）⾃宅、介護⼊所施設
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留意点（⽀援者）
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第４章
導⼊時の個別の留意点

１）実施場所について
２）⽀援者について
３）薬局の選択について
４）実施時間について
５）医療機関との連携について

・機器操作に慣れていない⽅や聞き取り
が難しい⽅のため、⽀援者が同席
→ビデオ通話システムの説明や薬剤師
の服薬指導を補助

・⽀援者は看護師、その他医療関係者、
薬局スタッフ、公⺠館・郵便局等の職
員、患者家族等

・患者のプライバシーを配慮

留意点（薬局の選択）

・特定の薬局への誘導とならないよう、
複数の薬局による対応を検討

・患者はかかりつけ薬局か、リストから
薬局を選択

・リストには薬局名、住所、電話番号、
配送可否、配送⽅法・料⾦、⽀払⽅法
等を記載
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留意点（実施時間）

・オンライン服薬指導は、かかりつけ
薬局の対応可能時間と患者及び⽀援
者の対応可能時間をあらかじめ調整

・対応可能時間については、電話での
共有もしくは予約システム等を活⽤

・オンライン服薬指導実施にあたって
は、処⽅箋送付時間、調剤作業時間
を考慮し、なるべく患者の待ち時間
を短縮する
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第４章
導⼊時の個別の留意点

１）実施場所について
２）⽀援者について
３）薬局の選択について
４）実施時間について
５）医療機関との連携について

留意点（医療機関との連携）

・オンライン服薬指導希望の処⽅箋に
は「オンライン対応」と記載

・現状は処⽅箋をFAXにて医療機関か
ら薬局へ送付し後⽇原本を薬局送付

・電⼦処⽅箋が導⼊されている場合、
処⽅箋原本の送付は不要

・お薬⼿帳並びに保険証情報について
は、ビデオ通話時に画⾯越しに確認

・多職種連携のためのITコミュニケー
ションツールの利⽤も検討
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第４章
導⼊時の個別の留意点

６）必要な設備・システムについて
７）配送について
８）料⾦の収受について
９）フォローアップについて
10）住⺠への広報について
11）⺠間事業者の連携・協⼒について
12）その他

留意点（設備・システム）

・オンライン服薬指導実施にあたって
必要な設備
・PC / タブレット（カメラ付き）
・ネットワーク環境
・ヘッドホン/マイク(必要に応じ)
・ビデオ通話システム

→汎⽤システム / 専⽤システム

・⾼齢者捜査にあたっては⽀援者が
操作補助を⾏う

留意点（配送）

・医薬品配送⼿段
①薬局による配送
②⺠間事業者による配送
③地域協⼒者による配送
④家族等による受け取り

・医薬品配送における注意事項
・同封物の信書の該当の有無
・サイズや重量
・医薬品種類（保冷品や割れ物等）
・配達時間（集荷時間や配送先等）
・追跡機能の必要性
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第４章
導⼊時の個別の留意点

６）必要な設備・システムについて
７）配送について
８）料⾦の収受について
９）フォローアップについて
10）住⺠への広報について
11）⺠間事業者の連携・協⼒について
12）その他

留意点（料⾦の収受）

・医薬品代⾦の⽀払い⽅法
①振込
②料⾦代引きサービス
③電⼦決済（クレジット / QR等）
④その他

・薬局スタッフや⽀援員による
料⾦受け取り

・⽀払い遅延の場合を考慮し、その際
は確認や催促が必要

留意点（フォローアップ）

・改正医薬品医療機器等法
→調剤時に加えて調剤後の服薬指導、
継続的な服薬状況等の把握も義務化

・医薬品配送後の患者受取状況の確認
→電話連絡等にて実施
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全国におけるオンライン服薬指導の事例
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第５章
事例紹介

１）診療所建屋における事例（A-①、A-②）
２）公⺠館・郵便局等の地域拠点における事例（B-1-①、B-1-②）
３）医療MaaS（移動診療⾞）における事例（B-2-①、B-2-②）
４）⾃宅、介護⼊所施設における事例（C-①）

第4章における「実施場所」に基づき、全国における事例を整理しています。
各地域と環境の近しい事例をご確認ください。

周南市︓郵便局における
オンライン服薬指導

伊那市︓医療MaaSを⽤いた
オンライン服薬指導

岩国市︓へき地診療所における
オンライン服薬指導
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オンライン服薬指導実装において活⽤を⾒込める補助⾦事例
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第６章
関連する補助⾦制度等 ー

令和6年度における活⽤可能な補
助⾦事例の⼀部を右にお⽰ししま
す。年度、並びに地域や⾃治体に
よって名称や利⽤可能な補助⾦は
異なることが想定されます。

詳細については各地域の都道府
県並びに市町村にご確認いただき
ますようお願いいたします。


